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樋口　理・教授 評議員 日本神経免疫学会

樋口　理・教授 日本学術振興会 分担
基盤（B）（2019-2022年度）自己免疫性自律
神経節障害の「多様性」に関する多角的研究
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樋口　理・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

令和２年度インキュベート（ LEAP）（2020年
度〜2024年度）難治性神経筋疾患の画期的治
療に向けた筋特異的受容体チロシンキナーゼ
活性化剤の開発
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特　許

樋口　理・教授
コスミックコーポレーション株
式会社

自己抗体探索技術に関する共同研究
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樋口　理・教授
筋特異的チロシンキナーゼ」の
活性を制御するポリペプチドを
コードするDNA

2007年4月26日 2007年12月13日 WO2007141971
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